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Abstract 

The objective of this study was to examine the effect of using the brisket board on the position 

of lying (position of the knee and the pinbone) and angle of lying， of cows in the stall of free stall 

housing. The photograph of lying cows was taken from a position directly above the stall (3.3m). 

The position of the knee， the position of the pinbone and angle of lying of cows were measured in 82 

cows. The length of the stall was 236cm. The height of the neck rail was 110cm. The brisket 

board was set up from the former edge of the stall to the position of 60cm in April， 2004. The position 

of the knee was 48:t16cm on average without brisket board， and 64:t7cm on average with brisket 

board. The mode of the position of the knee was from 40 to 49cm without， brisket board and from 

60 to 69cm with brisket board. And the ratio is 25% and 81% respectively. The position of the 

pinbone was 224士21cmon average without brisket board， 234:t 13cm on average with brisket board. 

The mode of the position of the pinbone was from 210 to 219cm without brisket board and from 230 

to 239cm with brisket board. And the ratio is 29% and 33% respectively. The angle of lying was 

17:t100on average without brisket board， 19:t110on average with brisket board. The mode of the 

angle of lying was from 10 to 190， whether brisket board was used or not. Therefore， by using the 

brisket board， the position of the knee was uniform， and the position of the pinbone was near to the 

end of the stall. The angle of lying of cows was not influenced by the brisket board. 

要約

ブリスケットボードの設置がフリーストール牛舎に

おける搾乳牛の牛床内横臥状況に及ぼす影響を，横臥

位置(前膝位置および座骨端位置)および横臥角度か

ら検討した.調査は酪農学園大学附属農場フリース

トール牛舎において， 82頭を対象とした.牛床の長さ

は236cmであり，幅は 120cmであった.ネックレー

ルは牛床前方から 60cmの位置に，高さ 110cmで設

受理 2005年 1月21日

置されていた.2004年4月に，縦18cm，幅4cmの木

製のブリスケットボードを牛床前方から 60cmの位

置に角度約45度で設置した.牛床内での乳牛横臥の様

子をテγ タルカメラにより 3.3m上方から撮影し，横

臥角度を調べた.また，牛床前端から前膝までの距離

および牛床前端から座骨端までの距離を計測した.平

均前膝位置は，ブリスケットボード設置前では牛床前

端から 48土16cmであり，設置後は 64士7cmと後方

へ移動した.設置前の前膝位置は 40~49 cm，設置後は

60~69 cmの範囲で最も多く，頻度割合はそれぞれ

25%および81%と設置後に極めて高かった.平均座骨
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端位置は，設置前では牛床前方から 224:t21cmであ

り，設置後は 234:t13cmと後方へ移動した.設置前の

座骨端位置は 210~219 cm，設置後は 230~239cmの

範囲で最も多く，頻度割合はそれぞれ29%および33%

であった.平均横臥角度は，設置前で17:t10度，設置

後で19:t11度であり，ほぽ等しかった.また，横臥角

度は設置前後とも 10~19 度の範囲で最も多かった.以

上のことから，ブリスケットボード設置により，前膝

位置は一定の範囲にまとまり，座骨端位置は牛床後端

に近づき範囲は狭くなったが，横臥時の牛体角度は影

響を受けないことが示された.

緒亘

経営規模の拡大や管理労働時間の削減などの目的で

導入されるフリーストール牛舎方式は，乳牛が自発的

に採食，飲水および休息などの活動を行うことにより

成り立っている.近年，フリーストール牛舎方式にお

いて，家畜に快適な環境を与えることで，生産性を向

上させようとする動きがある.フリーストール牛舎方

式での乳牛の行動に関して，乳牛は 1日8~16 時間程

度横臥し，乳牛が最も時間を費やす維持行動は横臥行

動であるといわれている (FrSHERet al.， 1992). この

ことから，フリーストール牛舎方式で飼養されている

乳牛にとって横臥場所の牛床が快適で、あることは極め

て重要となる.

フリーストール牛舎方式では，隔柵で区切られた休

息場を有し，乳牛の横臥位置や姿勢を制御し，糞尿を

通路に排池させ，牛体を清潔に保つことが挙げられる.

しかし，横臥位置や件立時の乳牛位置の制御が不完全

であると，糞尿が牛床内に排池され，環境性乳房炎を

通じ，乳質低下を引き起こすことになる.また，糞尿

が牛床内に排植されると，作業者の牛床を清掃する手

聞が多くかかるため作業性の面からも問題である.牛

床内における横臥位置および件立時の位置を制御する

のに，牛床の構造上，ネックレールやブリスケットボー

ドなどが設置される.このっち，ネックレールは起立

時に牛を後方に移動させ，起立時に排植された糞尿を

通路に排池させることに役立つている.また，ブリス

ケットボードは牛が前に進み過ぎて横臥するのを防ぐ

ため，牛床に設置されている.

牛床に関する研究は，これまで多くの研究者が実施

してきている.なかでも牛床素材と牛の快適性に関す

るものが多く (安藤， 1992; FrsHER et al.， 2003;原

田ら， 1995;佐藤， 1995;杉田ら， 2000; TUCKER et 

al.， 2003)，硬度や滑りやすさなどで牛が牛床を選択し

ており，やわらかいもの，滑りにくいものが選択され

ることがわかっている(安藤， 1992;佐藤， 1995). 

横臥時の状況については，牛床内の横臥位置，横臥

姿勢および横臥角度が研究されている (HARLYet al.， 

2000 ; ANDERSON， 2004;長谷川ら， 1993;中西ら，

2004) .このうち横臥位置について，中西ら (2004)は，

ブリスケットボードの設置されていない牛床の横臥位

置について調査しており，前膝位置はまとまりがなく，

座骨端位置が牛床内側にある牛も多かったことから，

ブリスケットボードを設置することにより前膝位置を

制御する必要があると述べている.また，横臥姿勢に

ついて， HARLY et al. (2000)は横臥時の乳牛の姿勢

を前肢と後肢それぞれの伸長で分類し，つなぎと放し

飼いで姿勢が異なることを示した.また，中西ら (2004)

は，横臥位置と横臥姿勢の関係について，前肢を伸長

させた横臥姿勢では，前肢位置と座骨端位置の差，す

なわち牛体が牛床内に占有する長さが大きくなると報

告している.

横臥角度は， き甲部と十宇部を結んだ直線と牛床長

軸とのなす角として求められる.横臥角度については，

長谷川ら (1993)が， ミシガン型隔柵を用いた牛床で

は， U字型の隔柵に比べ横臥角度が大きく (牛床内で
斜めに横臥した状態に)なると報告している.

一般的に，牛床長軸に対する横臥角度が大きく (牛

床内で斜めに横臥した状態に)なれば，前膝位置と座

骨端位置の差は小さくなる.このことは，牛床の隔柵

が横臥位置に影響を及ぼすことを示している.この横

臥角度の変化は，隔柵形状の違いによる横臥動作時の

頭の突き出し方向と関連するものと考えられている.

ANDERSON (2004)は，ネックレールの位置が縁石か

ら173cmの時は， 163 cmの時に比べて，側方への頭

の突き出しが多くなると述べている.横臥動作時の頭

の突き出し方向が，横臥角度と関連するとすれば，

ANDERSONが述べているネックレールの位置は，横臥

角度の変化を通じ牛床内横臥位置にも影響を及ぽすも

のと推察される.

すなわち，横臥時の排糞制御のためには横臥位置の

制御が重要で、あるが，横臥位置は横臥姿勢や横臥角度

とも関連することから，横臥状況の把握には，横臥位

置とともにこれらの把握が必要で、ある.ブリスケット

ボードは，乳牛の横臥時の前方への移動を防ぐための

構造物であるが，それを設置したことによる乳牛の午

床内横臥位置を，横臥角度も含め検討した報告はない.

そこで本研究では，ブリスケットボード設置による乳

牛の牛床内横臥状況を，前膝位置，座骨端位置および

横臥角度から検討した.

材料および方法

調査は酪農学園大学附属農場のフリーストール牛舎

で実施した.対象としたホルスタイン種およびジャー

ジ一種泌乳牛は 82頭であり，調査期間中の平均日乳量

は30kg/頭，平均体重は 585kgであった.2003年6月

から 11月までの期間中 15日間および2004年 5月か
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60cm 

Fig. 1 The structure of the stall 

ら7月までの期間中 13日間に調査を実施した.同一個

体で1~ 8回のテ」タが採取され，観察された総頭数

はのべ236頭であった.図 1には，牛床構造を示した.

牛床は全長236cm，幅 120cmであった.牛床聞の隔

柵はミシガン型で，牛床資材にはゴムチップマットレ

スを，敷き料には少量のおがくずを使用していた.ネッ

クレールの高さは 110cm，ネックレールの位置は牛床

前方から 60cmであった.2004年 4月に，縦18cm，

幅4cmの木製のブリスケットボードを牛床前方から

60cmの位置に角度約45度で設置した.

乳牛の牛床内での横臥状況を，デジタルカメラ

(SONY社製， DSC-P72)を用いて， 3.3m上方から撮

影した.図2には，前膝位置，座骨端位置および横臥

角度の測定箇所を示した.牛床前端から，両前肢のう

ち前方に位置している前膝位置までの距離を前膝位置

とし，撮影した画像より前膝位置を計測した.また，

牛床後方から，レーザーの測距計(Leica社製， DISTO 

classicL lite4)を用いて，牛床後端までの長さと座骨端

までの長さを計測し，牛床前方から座骨端までの長さ

を座骨端位置として算出した.横臥角度は，デジタル

カメラにより撮影した画像をコンビュータに取り込

み， き甲部と十宇部を結んだ直線と牛床長軸とのなす

Fig. 2 The definition of the measurements of 
Iying cows 
A: The position of the knee， 
8: The position of the pinbone 
c: withers， d: hip cross， 
。:The Iying angle (The angle of c-d 
line with the longitudinal axis of the 

stall) 

角として求めた.ブリスケットボード設置前後の，前

膝位置，座骨端位置および横臥角度の平均値聞の比較

には， Mann-Whitney U検定を用いた(吉田と阿部，

1984) . 

結果および考察

図2にはブリスケットボード設置前および、設置後の

前膝位置の割合を示した.平均前膝位置は，ブリスケッ

トボード設置前では 48:t16cmであったが，設置後は

64土7cmと有意 (Pく0.05)に後方へ移動した.設置

前の前膝位置は 40~49cm，設置後はブリスケット

ボードのすぐ後ろである 60~69cmの範囲で最も多

く，それぞれ25%および、81%と設置後に極めて高く，

ブリスケットボード設置により前膝位置は一定の範囲

に集中することが示された.

図3には，ブリスケットボード設置前および設置後

の座骨端位置の割合を示した.平均座骨端位置は，設

置前では 224:t21cmであり，設置後は平均234:t13

cmと有意(Pく.05)に後方へ移動した.また，座骨端

位置の範囲は設置前で 156~289cmであり，設置後は

187~266 cmと設置前に比べ設置後で狭くなる傾向に

あった.設置前の座骨端位置は 210~219cmで最も多

く 29%であり，設置後は 230~239cmで最も多く，

33%となった.ブリスケットボードの設置により，前

膝位置は一定の範囲にまとまったのに対し，座骨端位

置は後方へ移動し，設置前と同様の分布を示した.

設置前の座骨端は，約 7 割が 150~229cmの範囲に

位置した.これに対し，ブリスケットボード設置後の

座骨端がこの範囲に位置するのは，約3割であった.

牛床の長さは 236cmであったことから，横臥時に排
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糞した場合，ブリスケットボード設置前では約7割の

場合で，牛床内に排糞する可能性があったのに対して，

設置後では約3割まで減少したことになる.

図4には，ブリスケットボード設置前における横臥

角度の割合およぴ設置後の割合を示した.平均横臥角

度は，設置前では 17:t10度，設置後は 18:t11度であ

り，ほぼ等しい結果となった.設置前後ともに，横臥

角度は 10~19 度の範囲で最も多く，それぞれ 30%お

よび29%とほぼ等しかった.

長谷川ら (1993)は， ミシガン型隔柵を用いた牛床

では， U字型の隔柵に比べ横臥角度が大きく (牛床内

で斜めに横臥した状態に)なると報告している.この

横臥角度の変化は，隔柵形状の違いによる横臥動作時

の頭の突き出し方向と関連するものと考えられてい

る.今回，ブリスケットボードの設置により横臥角度

は変化しなかった.このことから，今回のようにブリ

スケットボードを前方60cmという位置に設置する

のであれば，乳牛の牛床内での側方突き出しには影響

せず，そのため横臥角度も変化しないと推察された.

ブリスケットボードは，横臥時に牛が前方に移動し

すぎないための牛床上の構造物である.本試験の前膝

位置の結果で，前方から 60cm以下に前膝が位置しな

いことから，この機能は発揮できたものといえる.一

方で，ブリスケットボードの設置は，本来は座骨端位

置の調整に直接的に機能するわけではないが，前膝位

置の後方への移動に伴い，座骨端位置も後方に移動し

た.ただし，前膝位置の後方への移動量は平均16cm

であったのに対し，座骨端位置の移動量は平均 10cm 

であり，単に，前膝位置の後方への移動のみで、座骨端

位置が変化しているわけではないことが推察された.

牛床内での前膝位置と座骨端位置の関係には，乳牛
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Fig. 5 The distribution of the angle of 
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の横臥角度，横臥姿勢および体格が影響すると考えら

れる.このうち乳牛の体格については本試験では調べ

ておらず，検討することはできない.横臥角度につい

ては，本試験の結果から，ブリスケットボード設置前

後において変化は認められず，横臥角度の変化が前膝

位置の後方への移動量と，座骨端位置の移動量に相違

があったことの原因とは考えられない.

中西ら (2004)は，横臥位置と横臥姿勢の関係につ

いて，前肢を伸長させた横臥姿勢では，前膝位置と座

骨端位置の差，すなわち牛体が牛床内に占める長さが

大きくなると報告している.本試験では，横臥姿勢に

ついては調べていないが，ブリスケットボードの設置

により前肢伸長姿勢での横臥が減少したとすれば，こ

のことが前膝位置の後方への移動量と座骨端位置の移

動量の差に影響を及ぽしたのかもしれない.

以上のことから，プリスケットボード設置により，

前膝位置は一定の範囲にまとまり，座骨端位置は牛床

後端に近づき範囲は狭くなったが，横臥時の横臥角度

は影響を受けないことがわかった.
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